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令和７年１０月１２日（日）に「富岡の唐傘行灯花火」が開催されるにあたり、富岡唐傘行灯花火保

存会松木会長が市長を訪問されます。 

 

１ 日  時  ９月2９日（月） 13：20 

２ 会  場  市役所第一応接室（本庁舎２階） 

３ 訪 問 者  富岡唐笠行灯花火保存会  

        会長        松木
まつき

    昇
のぼる

 様 

        会員        小 林
こばやし

  喜 正
よしまさ

 様 

        会員        小 柳
こやなぎ

  金 一
きんいち

 様 

４ 対  応  郡山市長    

文化スポーツ観光部長 

 

 

＜富岡の唐笠行灯花火＞ 

亀賀森神社の祭りに行われているもので、明治初期から始められ、当時は雨ごいと豊作 

祈願、家内安全のために行われていたと伝わる。 

角形の枠行灯の上にとじられた唐笠が取り付けられており、枠行灯に火が移るととじ

られた傘が開き、光が雨のように降り注ぐ珍しい仕掛け花火である。 

 

＜富岡の唐笠行灯花火 開催概要＞ 

開催日時：10 月 1２日（日）20：00 から 

開催会場：亀賀森神社（郡山市三穂田町富岡字南鍛冶内 33） 

花火は三穂田町富岡字五反田地内で打ち上げされます。 

そ の 他：雨天時は 10 月 13 日（月・祝）に順延 

ターゲット ４．３ 

2025年9月24日 

文化スポーツ観光部 

文化振興課 

課長 橋本 徹 

TEL：924－2668 

SDGｓ ターゲット 4.3 「2030 年までに、すべての人々が男女の区別なく、手の届く質の高い技術教育・職業教育及び大学を含む高等教育

への平等なアクセスを得られるようにする。」 

市指定重要無形民俗文化財  

富岡唐傘行灯花火保存会会長が 

市長を訪問されます 


